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（工学部システム工学科）（工学部システム工学科）

作業現場における画像処理，
作業分析による作業改善，自動化

画像処理

作業分析

・加工，組立装置の自動化における目としての役割
・目視検査（官能検査）における作業員の代わりとしての役割
・モノクロ画像処理からカラー画像処理への置き換え

・三次元位置，姿勢の測定による作業姿勢の評価
・手のひらの把持圧力分布測定による手の負担の評価
・道具を用いた技能の伝承における訓練方法の開発

見たいけど見えない！
常時監視のために人は割けない！
人の検査ではばらつきがある！

どんな格好で作業してるの！
作業負荷を低減して作業効率をあげたい！

人間工学で評価したい！

人が見てわかるなら画像処理はまず可能．
人がわからないことも画像処理で可能な場合も！
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画像処理

画像取込
前処理
特徴抽出

画像認識 結果出力

カメラ・照明・背景の工夫

入り口の工夫で，後の処理が楽になる

必要な図形
のみ残す

対象物が見える（色が違う）ように工夫することが第一のポイント

画像処理の流れ

色が周りと異なれば，簡単に対象を抽出可能
抽出できれば，形状の把握も可能

ハンダ付け作業におけるハンダ形成状態の認識

ハンダ コテ先 形成中のハンダ

形状認識画像

ハンダ付け作業における自動化では一定時間経過後，
終了と判定を行っていた．
しかし，温度，湿度，組立精度等のばらつきが存在する
ため，一定時間の時間制御では不良品の発生原因となる．
そこで，ハンダの形成状態を画像認識することにより，
他の要因のばらつきの影響なくハンダ付けを出来上が
り状態で終了判定することが可能となり，不良品の発
生を抑制できる．
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（４）赤外線照明＋赤外線対応カメラ

（１）ハロゲン光

取り込み時の工夫により，後の処理が簡単になる．

（２）赤色ＬＥＤ

（３）青色ＬＥＤ

食品原材料中の異物の検出

撮込画像 処理過程 検出結果

粒度選別，風力選別後も食品原材料に混入している異物を安価な
分別装置で除去することは困難である．そこで，作業員の目視検
査に頼ることとなる．しかし，付加価値を生み出す作業でないた
め，できれば作業員を割きたくない作業である．
この検出に，画像処理を導入することにより，作業の省人化を行
うことができる．

異物（白石）
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カラー画像を用いた画像処理

不良箇
所

不良箇
所

撮込画像

赤成分のみ
縁（エッジ）が
処理対象

青成分のみ
表面が処理対象

安価な画像処理装置としてモノクロ画像が用いられてきた．しかし，
現在，USB接続の安価なカラー対応のカメラが発売され，コンピュー
タとUSBカメラにより，安価な画像処理システムを構築することがで
きる．カラー画像を用いることにより，複数回の撮り込みが必要で
あった工程を１工程とすることが可能となり，時間短縮が可能となる．
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作業の測定と訓練

動作入力装置 動作訓練装置

三次元空間の位置，姿勢を計測 三次元空間の位置，姿勢を再現

作業中の作業者の動作，視点の移動を
測定し，作業分析を行う．
その結果を用いて，作業訓練，作業改
善を行い，作業効率を高める．

視点の測定

センサ

アイカメラ

把持圧力分布測定を用いたハンドル操作の評価

技能者の行う作業は手先の感覚が
重要なことが多い．そこで，把持
圧力分布より技能者の特徴を分析
する．
また，ユーザが製品に接する箇所
としては手先が最も多く，その部
分を評価することにより，人間工
学に基づいた製品設計を行える．

旋盤作業におけるハンドル操作の評価

把持圧力測定センサ
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